
 

 

 

 

 

★さわやかな汗が光りました。鹿北町駅伝大会！★ 

２月５日（日）は、鹿北町駅伝大会が数年ぶりに実施され、「鹿北小・中学校チーム」も

若手の先生方で出場しました。右の写真は、勢いよくスタートする第１走者です。ここか

ら 7人がタスキをつなぎます。沿道にはたくさんの応援の人たちがいらっしゃいました。

「来年は出たいなあ」と言いながら応援している小学生もいました。頼もしい未来のラン

ナーたちです。地域の方々の応援をたくさん受けながら、参加された全てのチームが完走

しました！日頃から走っている方、この日のためだけに練習を重ねられた方、それぞれか

と思いますが、皆さんさわやかな汗が輝いていました！お疲れさまでした！！ 

★本物に触れる機会★ ～東京演劇集団「風」公演 【星の王子様】～ 
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★がん教育講演会を行いました

★ 

２月６日（月）に東京演劇集団「風」の皆様によります演

劇鑑賞会を行いました。演目は「星の王子様」。今回は「バリ

アフリー演劇」で、手話通訳があったり音声ガイドがあった

りと、いろいろな立場の人が一緒に楽しむことができる演劇

でした。とてもわかりやすくて、みんなで楽しみました。 

「みんなでつくり上げる演劇を」と劇団の方からの提案

で、小学６年生と中学 2年生、鹿北小学校の校長と教頭、鹿

北中学校の教頭が出演者の一人として参加し、舞台にあがり

ました。 

本物の芸術に触れ、心があったかくなった一日でした。 

 

２月１０日（金）に、野中克彦様をお招きして５・６年生を対象に

がん教育講演会を行いました。「私の体験談（がん、しごと）」という

演題のもと、お話をしていただきました。野中様が、どのようにがん

と向き合い過ごしてこられたのか、どのような思いを持たれているか、

児童たちも真剣に聞き入っていました。 

 野中さんのお話を聞いて、命の大切さや、生き方について学ぶ機会

となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

新型コロナウイルスに加えて、インフルエンザも流行したこの冬でしたが、鹿北小学校

では欠席の状況も落ちついてきました。最近は温かい日も増え、外で楽しそうに遊ぶ子供

たちの姿が見られます。手洗い等の感染対策とともに、十分な睡眠、バランスのとれた食

事、適度な運動で元気な体づくりの推進に努めてまいりたいと思います。保護者の皆様、

地域の皆様も、どうぞお身体ご自愛ください。 

※ 学校生活の様子は、鹿北小学校ホームページ（ＨＰ）に掲載しています！  ⇒ 

子ども１１０番の家とは・・・ 

子どもが「誘拐や暴力、痴漢」など何らかの被害に遭った、また

は遭いそうになったと助けを求めてきたとき、その子どもを保護す

るとともに、警察、学校、家庭などに連絡するなどして、地域ぐる

みで子どもたちの安全を守っていくボランティア活動です。 

救助を求めてきた子どもの保護、１１０番通報や学校家庭への連

絡、子どもたちが被害に遭いそうな場所を見つけた時の連絡などが

活動内容です。 

左のようなステッカーを玄関などの目立つ場所に貼っていただ

きます。「このステッカーのある家は困った時に助けてくれる場所」

と、子どもたちが安心して通学できるとともに、犯罪を抑止する効

果もあると思います。 

★「子ども１１０番の家」へのご協力お願いします★ 

鹿北小ＨＰ 

ご協力いただける方は、鹿北小学校（３２－３３３４）までご連絡ください。 

★「シチズンシップ教育（主権者教育）」大変お世話になりました★ 

２月３日（金）鹿北小５・６年生を対象に、市議会議長の服部議

長様、地元市議会議員の古川議員様をはじめ計 6名の市議会議員

の皆様による「シチズンシップ教育（主権者教育）」が行われまし

た。読み聞かせの古川様、栗原様にもお越しいただきました。 

１８歳になると選挙権が与えられます。６年生も、６年後には選

挙権を持つことになるのです。そこで、山鹿市議会議員の皆様が、

子どもたちにも民主主義についてよくわかる絵本「ポリポリ村の

みんしゅしゅぎ」の読み聞かせをしながら、私たちのくらしと選挙

は結びついていることや、一人一人がしっかり考えて、投票するこ

とが地域を創っていくことなどを大変分かりやすく説明していた

だきました。 

当日は、本物の投票箱と投票用紙を準備してくださって、ポリポ

リ村の村長選挙を子どもたちが行いました。「私たちの１票で住ん

でいる町のことが決まるのなら、選挙には行きたいと思いまし

た。」などの感想が聞かれました。 


